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当院は、大阪屈指のビジネス
街・中之島にある大都市型

心療内科診療所です。2診体制で
外来を行い、最大50人が参加で
きる休職者の復職支援施設（リワー
クデイケア）を併設しています。
土地柄もあり、９割以上の患者

さんがビジネスパーソンで、うつ
病や適応障害で通院されています。
そうした層が通いやすい立地にテ
ナントを借りていますが、悩まし
いのは、その分、賃料や人件費が
かさむことです。また、オフィス
街は午後３時～午後６時までのデ
イタイムの診察枠が埋まりにくい
傾向にあります。
開院当初から「経営のため何か
できないか」と考え続けていたとこ
ろ、外来以外のニーズに応えられ
ないかと気づきました。それが、

企業との連携です。当初から当院
には、受診希望の患者さんだけで
なく企業の人事・労務担当者から
の問い合わせも頻繁にありました。
「ストレスチェックってどうやっ
て始めるのですか」「従業員が休職
したのですがどうすれば」「産業医
を探しているのですが」……などと
いった問い合わせにそのつど答え
ていましたが、日を追うごとにニー
ズの大きさを実感していました。
そこで、そうしたニーズをより
丁寧に深く汲み取るため、メンタ
ルヘルスサポート会社「株式会社
さくらクリニック&Co.」を設立し
ました。ストレスチェックを軸に、
▽人事労務担当者へのサポート、
▽産業医派遣、▽保健師派遣、▽
セミナー──などの事業を展開し
ています。人事労務担当者のサ
ポートをしていると、企業の健康
管理（産業保健）には、時代の変化
に応じたトレンドがあることがわ
かってきました。
わかりやすい例を挙げると、コ

ロナ禍ではワクチン接種のニーズ
が爆発的に高まり、受付開始とと
もに予約枠はあっという間に埋ま
り、１・２回目接種は近隣企業の
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社員、延べ800人に接種しました。
一方、2020年６月に大企業、22
年４月に中小企業に対して「ハラ
スメント防止法」が施行されると、
パワハラを中心としたハラスメン
トの相談が一気に増えました。
そして近年、目に見えて増えて

いるのが精神科産業医の依頼です。
「産業医はいるが精神科医ではな
いので、相次ぐメンタル不調者へ
の対応のために２人目の産業医と
して精神科医を選任したい」とい
う依頼です。
クライアントと向き合い多くの
話をすることでニーズが浮き彫り
になり、一緒に解決方法を考える
なかでそれが新たな展開となって、
事業は少しずつ成長しています。
設立から９期を迎えましたが、今
ではリワークデイケア、診療所診
療を超える収益を上げており、当
院の経営を支えています。
診療科により異なるとは思いま
すが、どの診療科でも、診療事業
を支える「もう１つの事業」が存
在すると思います。トレンドや
ニーズをくみ取って収益化するの
は簡単なことではありませんが、
実現すれば、診療所運営の大きな
支えになるのは間違いないと考え
ています。
事業モデルを考え発展させるの
は、事務長の大きな役割ではない
かと思います。

診療所事務長はどんな仕事をしているのか。そんな疑問
に、一般社団法人診療所事務長会のメンバーが答える。
46回目は、医療法人桐葉会の安宅潤司氏だ。

一般社団法人診療所事務長会
https://cl-manager.com/
2016年1月発足の診療所事務長の会。
診療所事務長や院長などが集まり月1回の
勉強会を開催しているほか、日々の仕事に
ついても互いに助け合っている

あたか・じゅんじ●大学卒業後、現法人に入
職し、勤務しながら看護学校を卒業。卒業後は
看護師として急性期病棟、訪問看護ステーショ
ンなどに在籍。2014年、法人の新規事業とし
て設立された中之島フェスティバルタワー・さくら
クリニックに異動。リワークデイケア、外来業務
に従事しながら、法人内EAP会社「さくらクリニッ
ク＆Co.」の代表取締役も兼務

診療所事務長の仕事術第46回


